
広
域
農
道
を
西
に
走
り
、
真
加
部
付
近

で
右
手
に
見
え
る
仙
形
山
斜
面
を
臨
む
と
、

大
き
な
石
で
組
ま
れ
た
石
室
が
開
口
し
て

い
る
の
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
「
井
上
火

の
釜
」（
町
指
定
文
化
財
）
と
い
う
古
墳
の

横
穴
式
石
室
で
す
。

井
上
火
の
釜
は
、
井
上
大
塚
古
墳
・
ま

か
べ
一
三
号
墳
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

横
穴
式
石
室
と
い
う
の
は
、
古
墳
の
側
面

に
入
口
が
設
け
ら
れ
た
石
室
で
、
何
度
で

も
追
葬
が
可
能
な
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

古
墳
時
代
後
期
の
六
世
紀
に
多
く
築
造
さ

れ
た
古
墳
の
埋
葬
施
設
で
す
。

井
上
火
の
釜
の
石
室
は
、現
存
長
一
一
・

〇
二
ｍ
、
棺
を
納
め
た
部
屋
（
玄
室
）
の

規
模
は
、
長
さ
六
・
三
六
ｍ
、
最
大
幅
二
・

一
一
ｍ
、
高
さ
一
・
七
五
ｍ
、
入
口
か
ら

玄
室
ま
で
の
通
路
（
羨
道
）
は
、
長
さ
四
・

六
六
ｍ
、
最
大
幅
一
・
六
八
ｍ
、
高
さ
一
・

三
ｍ
を
測
り
ま
す
。
玄
室
は
、
奥
壁
か
ら

見
て
右
側
が
広
く
な
っ
て
い
る
右
片
袖
式

と
よ
ば
れ
る
横
穴
石
室
で
、
本
来
は
石
室

に
封
土
が
覆
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
耕
作

土
と
し
て
持
ち
去
ら
れ
た
り
、
長
い
年
月

の
間
に
風
雨
に
流
さ
れ
た
り
し
て
、
石
室

の
天
井
石
も
露
呈
し
、
外
形
は
大
き
く
損

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
来
は
円
墳

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
町
内
で

最
大
規
模
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
で

す
。
こ
の
石
室
の
規
模
は
、
美
作
最
大
級

の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
川
戸
二
号
墳
（
美

作
市
・
石
室
全
長
一
二
・
三
五
ｍ
）、
万

燈
山
古
墳
（
津
山
市
・
同
一
二
・
一
ｍ
）、

穴
塚
古
墳
（
真
庭
市
・
同
一
二
ｍ
）
に
並

ぶ
規
模
に
な
り
ま
す
。

出
土
遺
物
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

石
室
の
構
造
か
ら
、
古
墳
時
代
後
期
で
も

終
わ
り
の
方
に
あ
た
る
七
世
紀
初
頭
頃
に

築
造
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
頃
に

は
、
古
墳
の
築
造
は
次
第
に
行
わ
れ
な
く

な
り
ま
す
が
、
井
上
火
の
釜
は
、
単
独
で

築
か
れ
、
石
室
の
天
井
石
も
巨
大
な
石
を

用
い
る
な
ど
周
辺
地
域
の
古
墳
と
比
較
し

て
も
石
室
規
模
が
大
き
く
、
当
時
の
土
木

工
事
技
術
か
ら
推
定
し
て
も
か
な
り
の
労

働
力
を
も
っ
て
築
造
し
た
こ
と
が
想
像
で

き
ま
す
。
ま
た
、
井
上
火
の
釜
か
ら
南
部

を
眺
め
る
と
、
真
加
部
と
宗
枝
の
平
野
が

一
望
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
石
室
の
規

模
や
立
地
条
件
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
古

墳
に
葬
ら
れ
た
人
（
被
葬
者
）
は
、
こ
の

古
墳
か
ら
見
え
る
範
囲
一
帯
を
治
め
る
地

域
の
有
力
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
域
南
部
は
、
津
山
盆
地
の
西
端
に
位

置
し
ま
す
が
、
古
墳
時
代
前
期
（
四
世
紀
）

に
は
、
か
つ
て
三
角
縁
神
獣
鏡
を
出
土
し

た
観
音
山
古
墳
（
下
原
）
な
ど
の
首
長
墳

が
存
在
す
る
な
ど
、
古
墳
時
代
を
通
じ
て

有
力
な
豪
族
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
吉
井
川
・
香
々
美
川
流
域
に

広
が
る
、
実
り
の
良
い
広
い
土
地
を
支
配

す
る
代
々
の
有
力
者
が
最
後
に
築
い
た
古

墳
が
、
こ
の
井
上
火
の
釜
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

井
上
火
の
釜
は
、
付
近
に
駐
車
場
も
あ

り
、
古
墳
ま
で
の
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
現
地
で
石
室
の
規
模
、

一
つ
一
つ
の
石
材
の
大
き
さ
、
古
墳
か
ら

の
眺
め
を
実
見
し
て
い
た
だ
き
、
被
葬
者

の
力
が
い
か
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か

を
想
像
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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